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１１１１．．．．経経経経　　　　営営営営　　　　成成成成　　　　績績績績　　　　
　　　　((((1111) ) ) ) 経営成績経営成績経営成績経営成績にににに関関関関するするするする分析分析分析分析

　　ａ．　　ａ．　　ａ．　　ａ．当期当期当期当期のののの経営成績経営成績経営成績経営成績

　　　　当期におけるわが国経済は、中国などアジア向け輸出の増加やエコ関連減税等の需要刺激策の効果などにより

　　　持ち直しに転じてきたものの、なお自律性は弱く、失業率が依然として高水準にあるなど、景気は厳しい状況が

　　　続きました。

　　　　建設業界においては、公共投資は補正予算の執行により堅調に推移いたしましたが、住宅投資や企業の設備投

　　　資は、企業収益や雇用・所得環境の悪化を背景に、通期にわたり低迷を続けました。

　　　　東北地域においても、建設市場が縮小してきており、さらに企業の厳しい収益環境のもとで、設備過剰感や需

　　　要の先行き不透明感などから、製造業を中心に設備投資計画の中止や着工の延期といった動きが続くなど、当社

　　　を取り巻く経営環境は極めて厳しいものとなりました。

　　　　このような経営環境のなかで、当社は、受注の確保・拡大と施工品質の向上を目指し、全社の総力を結集して

　　　以下のような諸施策に取り組んでまいりました。

　　　　屋内配線・空調管設備工事においては、関東圏における大型再開発事業に加え、地域の中核となる病院医療施

　　　設や教育・文化施設、ショッピングセンターなどの大型工事の受注獲得に努めました。また、省エネルギー・リ

　　　ニューアル工事の受注拡大をはかるため、お客さまの視点に立ったきめ細やかな提案営業を鋭意展開いたしまし

　　　た。

　　　　電力工事においては、設備投資抑制の動きのなかで、電力安定供給のための設備の改良・修繕工事や災害時の

　　　早期復旧に注力したほか、送変電設備の新・増設工事や昇圧工事などにおいて高品質な施工に努めました。

　　　　情報通信工事においては、通信の高速化や大容量化に対応するための光ファイバー敷設工事やエリア拡大に伴

　　　う携帯電話基地局建設工事のほか、放送設備のデジタル化やテレビ難視聴対策のための通信工事の受注に注力い

　　　たしました。

　　　　以上のような事業活動を展開してまいりましたが、一般民間工事における工事量の減少や価格競争の激化によ

　　　り工事採算性が低下したことなどから、当期の業績は次のとおりとなりました。

　　　　[[[[連結業績連結業績連結業績連結業績]]]]

　　　売上高　　　　　　１，６３５億９千３百万円　　（前年度比　　１０．１％減）

　　　営業利益　　　　　　　　　　２７億４百万円　　（前年度比　　５３．２％減）

　　　経常利益　　　　　　　　　　３４億４百万円　　（前年度比　　４７．５％減）

　　　当期純利益　　　　　　　　９億１千９百万円　　（前年度比　　７２．１％減）

　　　　[[[[単独業績単独業績単独業績単独業績]]]]

　　　売上高　　　　　　１，５４４億５千９百万円　　（前年度比　　１０．３％減）

　　　営業利益　　　　　　　　１７億６千６百万円　　（前年度比　　６４．６％減）

　　　経常利益　　　　　　　　２４億９千６百万円　　（前年度比　　５６．８％減）

　　　当期純利益　　　　　　　　５億６千７百万円　　（前年度比　　８０．４％減）
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　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．次期次期次期次期のののの見通見通見通見通しししし

　　　　今後の見通しといたしましては、雇用環境改善の遅れによる個人消費の低迷などが懸念されるものの、生産の

　　　増加に伴う企業収益の改善が続くなかで、海外経済の回復基調などを背景に、景気が持ち直していくことが期待

　　　されます。

　　　　建設業界においては、公共投資は大幅に減少する見通しであり、さらに民間設備投資も下げ止まりつつあるも

　　　のの本格的な回復には至っていないことから、今後は受注・価格競争が一層激化していくものと思われます。

　　　　一方、環境負荷低減の観点から、省エネルギー対応の設備改修工事や太陽光・風力など新エネルギー関連工事

　　　の需要増が見込まれており、これらの市場拡大が期待されます。

　　　　電力設備投資については、引き続き抑制基調で推移することが予想されますが、今後も送変電設備の新・増設

　　　工事のほか、長期的には経年化した設備の改良・修繕工事などの需要が見込まれております。

　　　　以上のような状況を踏まえ、次期における業績は次のとおりとなる見通しであります。

　　　　[[[[連結業績見通連結業績見通連結業績見通連結業績見通しししし]]]]

　　売上高　　　　　　　１，７１０億円　　（前年度比　　　４．５％増）

　　営業利益　　　　　　　　　２３億円　　（前年度比　　１５．０％減）

　　経常利益　　　　　　　　　２９億円　　（前年度比　　１４．８％減）

　　当期純利益　　　　　　　　１３億円　　（前年度比　　４１．４％増）

　　　　[[[[単独業績見通単独業績見通単独業績見通単独業績見通しししし]]]]

　　売上高　　　　　　　１，６２０億円　　（前年度比　　　４．９％増）

　　営業利益　　　　　　　　　１５億円　　（前年度比　　１５．１％減）

　　経常利益　　　　　　　　　２２億円　　（前年度比　　１１．９％減）

　　当期純利益　　　　　　　　　８億円　　（前年度比　　４０．８％増）
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  (  (  (  (2222) ) ) ) 財政状態財政状態財政状態財政状態にににに関関関関するするするする分析分析分析分析

　　ａ．　　ａ．　　ａ．　　ａ．資産資産資産資産、、、、負債負債負債負債、、、、純資産純資産純資産純資産のののの状況状況状況状況

　　　　資産合計は１，５５７億８千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ７８億８千４百万円減少いたしました。

　　　これは、未成工事支出金の減少などによるものであります。

　　　　負債合計は６８２億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ７８億９千２百万円減少いたしました。こ

　　　れは、未成工事受入金の減少および未払法人税等の減少などによるものであります。

　　　　純資産合計は８７５億７千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ７百万円増加いたしました。

　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ・・・・フローフローフローフローのののの状況状況状況状況

　　　　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ４５億５

　　　千４百万円増加し、２８８億２千９百万円の残高となりました。

　　　　なお、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　営業活動の結果得られた資金は７９億２百万円（前連結会計年度比１１億１千２百万円減少）となりました。

　　　これは、税金等調整前当期純利益が２４億３千７百万円となったことなどによるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　投資活動の結果使用した資金は１９億９千６百万円（前連結会計年度比２８億８千４百万円減少）となりまし

　　　た。これは、預け金の回収などによるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　財務活動の結果使用した資金は１２億２千５百万円（前連結会計年度比８億８千９百万円増加）となりました。

　　　これは、配当金の支払などによるものであります。

     （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

3月期 3月期 3月期 3月期 3月期

　自己資本比率（％） 49.9 49.5 50.2 53.3 55.9

　時価ベースの自己資本比率（％） 33.7 29.7 24.9 25.7 24.2

　キャッシュ・フロー
　対有利子負債比率（年）

3.9 1.0 9.9 0.9 1.0

　インタレスト・ガバレッジ・レシオ（倍） 202.9 1,209.6 123.8 1,981.2 1,309.8

     自己資本比率：自己資本／総資産

　   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　   インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　   （注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算している。

　   （注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算している。

　   （注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用している。

  　 （注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

　 　 　　　 ている。
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  (  (  (  (3333) ) ) ) 利益配分利益配分利益配分利益配分にににに関関関関するするするする基本方針及基本方針及基本方針及基本方針及びびびび当期当期当期当期・・・・次期次期次期次期のののの配当配当配当配当

　　　　利益配分につきましては、株主の皆さまへの年２回の安定的な配当を基本とし、業績ならびに将来にわたる安

　　　定した事業展開のための内部留保の充実などを総合的に勘案しつつ、株主の皆さまへの利益還元に努める所存で

　　　あります。

        このような基本方針に基づき、当期の期末配当金につきましては、１株当たり５円を予定しており、年間配当

　　　金としては、先に実施いたしました中間配当金７円（普通配当５円に創立65周年記念配当２円）を加え12円とな

　　　ります。

　　　　また、次期の配当金につきましては、上記の基本方針を踏まえ、１株当たり中間配当金５円、期末配当金５円

　　　の年間配当金10円を予定しております。

  (  (  (  (4444) ) ) ) 事業等事業等事業等事業等ののののリスクリスクリスクリスク

　　　　企業グループの事業に関して、投資家の皆さまの判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のよ

　　　うなものがあります。なお、企業グループは、これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の回避及び、

　　　発生した場合の対応に努める所存であります。

　　ａ．　　ａ．　　ａ．　　ａ．新規受注新規受注新規受注新規受注のののの減少減少減少減少

　　　　公共工事ならびに電力設備投資について予想を上回る削減が行われた場合、業績に影響を及ぼす可能性があり

　　　ます。

　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．　　ｂ．取引先取引先取引先取引先のののの信用信用信用信用リスクリスクリスクリスク

　　　　建設業においては、工事目的物の引渡後に工事代金が支払われる条件で契約が締結される場合が多く、このた

　　　め工事代金を受領する前に取引先が信用不安に陥った場合、業績に影響を及ぼす可能性があります。

　　ｃ．　　ｃ．　　ｃ．　　ｃ．材料価格材料価格材料価格材料価格のののの変動変動変動変動

　　　　工事材料の価格が高騰した際、請負金額に反映することが困難な場合には、業績に影響を及ぼす可能性があり

　　　ます。
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２２２２．．．．企業集団企業集団企業集団企業集団のののの状況状況状況状況

　　当社の企業集団は、当社、親会社の東北電力㈱、連結子会社の９社、持分法適用の関連会社１社で構成されており

　ます。

　　当社は電気、通信、土木、建築及び空調管工事などの請負施工を行っており、当該企業集団の事業に係わる位置づ

　けは次のとおりであります。

　(1) 東北電力㈱は電気事業を営んでおり、当社は電力設備建設工事及び修繕工事等を受注しております｡

　(2) ㈱トークスは設備工事業、警備業及び不動産業等を営んでおり、当社は警備業務、、、、不動産の管理業務を委託して

　　　おります。

　(3) ㈱ユートス他４社は設備工事業を営んでおり、当社は電気、通信及び土木工事等を発注しております。

  (4) ㈱ニューリースはリース業等を営んでおり、当社は工事用機械及び車両等のリースを受けております。

  (5) 東北自然エネルギー開発㈱は風力などの自然エネルギーの利用・開発に関する調査及びコンサルタント業務なら

　　　びに自然エネルギーによる発電電力の販売業務を営んでおります。

  (6) グリーンリサイクル㈱は廃棄物処理及び伐採木のリサイクル製品の製造・販売業務を営んでおり、当社は伐採材

　　　等の処理を委託しております。

　(7) ㈱アクアクララ東北はミネラルウォーターの製造・販売業務を営んでおります。

　企業集団の事業系統図は次のとおりであります。

〔子会社〕
〔子会社〕 　◎㈱ニューリース
　◎㈱トークス

〔子会社〕
〔関連会社〕 〔子会社〕 ◎グリーンリサイクル㈱
　○東北自然エネルギー開発㈱ 　◎㈱ユートス

　◎㈱ﾕｱﾃｯｸｻｰﾋﾞｽ　
　◎㈱テクス宮城

〔子会社〕 　◎㈱テクス福島 ◎：連結子会社
　◎㈱アクアクララ東北 　◎宮城電設㈱ ○：持分法適用会社

（注）当該連結会計年度内において設備工事業を営む連結子会社の㈱ﾃｸｽ青森・㈱ﾃｸｽ岩手・㈱ﾃｸｽ秋田・㈱ﾃｸｽ山
　　　形・㈱ﾃｸｽ新潟・㈱庄内ﾃｸﾉ電設の6社について、㈱ﾃｸｽ山形を存続会社とする吸収合併を実施したことから

　　　連結子会社数が減少しました。また、合併に伴い社名を㈱ﾕｱﾃｯｸｻｰﾋﾞｽに変更しました。

リ　ー　ス　業

設備工事業
廃棄物処理業

電　気　事　業

清涼飲料製造業

東　北　電　力　㈱　［親　会　社］ そ　の　他　の　得　意　先
得　　　　　意　　　　　先

㈱　ユ　ア　テ　ッ　ク

設　　備　　工　　事　　業
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３３３３．．．．経経経経　　　　営営営営　　　　方方方方　　　　針針針針
  (  (  (  (1111) ) ) ) 会社会社会社会社のののの経営経営経営経営のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

　　　　当社は、「お客さまの心ゆたかな価値の創造に協力し、社会の発展に貢献します」の企業理念のもと、「企業

　　　価値の向上」を基本方針とし、受注・コスト両面での競争力の強化を図り、収益性を向上させていくとともに、

　　　企業信頼度を向上させることで、お客さまや株主の皆さまから選択される価値ある企業を目指しております。

  (  (  (  (2222) ) ) ) 中長期的中長期的中長期的中長期的なななな会社会社会社会社のののの経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略

　　　　平成２２年度中期経営計画においては、「生産性向上によるさらなる強靭な経営体質実現への挑戦」を中期基

　　　本目標に掲げ、安定的な収益確保を目指し、以下の５つの重点施策を推進してまいります。

　　　【　　　【　　　【　　　【安全安全安全安全のののの確保確保確保確保とととと業務品質業務品質業務品質業務品質のののの向上向上向上向上】】】】

　　　　　労働災害、施工ミス・トラブルの未然防止のため、各支社に安全・施工品質担当の専任者を配置するほか、

　　　　安全・技術教育の徹底などにより、安全・高品質施工体制の確立を目指してまいります。

　　　【　　　【　　　【　　　【経営基盤経営基盤経営基盤経営基盤のののの強化強化強化強化】】】】

　　　　　お客さまや地域社会などからの信用・信頼をより強固なものにするため、コンプライアンスの充実強化をは

　　　　かるなど、今後とも誠実かつ公正な企業活動を展開してまいります。また、「ワークライフバランス（仕事と

　　　　生活の調和）」の推進による、働きやすい職場環境の形成に努めるとともに、長期的観点に立った人材育成・

　　　　人材活用策の充実強化をはかるなどの取り組みを実施してまいります。

　　　【　　　【　　　【　　　【生産性生産性生産性生産性のののの向上向上向上向上】】】】

　　　　　業務全般にわたる抜本的な見直しによる業務の効率化を推進するとともに、市場動向や収益性など事業環境

　　　　に適応した効率的・効果的な組織整備や営業・施工体制の構築に努めてまいります。

　　　【　　　【　　　【　　　【受注受注受注受注のののの確保確保確保確保】】】】

　　　　　設備投資の減少や価格競争が激化している現状を踏まえ、市場動向に的確に対応した営業活動を推進するた

　　　　め、全社一丸となって諸施策を展開してまいります。

　　　　　営業本部においては、市場拡大が予想される太陽光・風力などの新エネルギー関連工事の受注獲得のため、

　　　　営業・施工体制の再構築や関係部門との連携強化をはかってまいります。

　　　　　また、引き続き関東圏での積極的な営業活動を展開するとともに、お客さまのニーズに応えた付加価値の高

　　　　い提案営業の推進による省エネルギー・リニューアル工事の受注拡大にも注力してまいります。

　　　　　電力本部においては、さらなる受注拡大のため、電力関連企業との連携を強化するほか、電線類地中化関連

　　　　工事等における施工体制の整備などの取り組みを実施してまいります。

　　　　　情報通信本部においては、携帯電話基地局向け回線工事や地域情報化工事、防災無線デジタル化工事などの

　　　　受注拡大をはかるため、通信事業者などへの積極的な営業活動を展開してまいります。

　　　【　　　【　　　【　　　【コストダウンコストダウンコストダウンコストダウンのののの推進推進推進推進】】】】

　　　　　諸経費の節減合理化の推進や着工時施工検討会の深化など、原価低減への取り組みを一層強化し、ローコス

        ト体制の構築を目指してまいります。
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４４４４....連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表

  (  (  (  (1111) ) ) ) 連結貸借対照表連結貸借対照表連結貸借対照表連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金預金 16,301 19,475

　　預け金 8,200 5,700

　　受取手形・完成工事未収入金等 46,723 42,783

　　リース債権及びリース投資資産 2,825 2,773

　　有価証券 7,000 6,000

　　未成工事支出金 10,506 4,881

　　繰延税金資産 2,637 2,313

　　その他 3,027 3,948

　　貸倒引当金 △381 △411

　　流動資産合計 96,841 87,464

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物・構築物 38,146 39,223

　　　機械、運搬具及び工具器具備品 24,847 23,009

　　　土地 18,764 18,398

　　　リース資産 1,337 1,046

　　　建設仮勘定 831 28

　　　減価償却累計額 △37,897 △35,889

　　　有形固定資産合計 46,029 45,816

　　無形固定資産 1,827 1,826

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 6,481 8,989

　　　長期預け金 2,200 -

　　　繰延税金資産 9,452 8,851

　　　その他 1,825 3,513

　　　貸倒引当金 △985 △672

　　　投資その他の資産合計 18,974 20,681

　　固定資産合計 66,832 68,324

　資産合計 163,674 155,789

㈱ユアテック（1934）　平成22年３月期決算短信
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形・工事未払金等 30,198 28,213

　　短期借入金 2,630 2,690

　　リース債務 7 7

　　未払費用 1,551 1,324

　　未払法人税等 2,501 394

　　未成工事受入金 5,156 3,026

　　工事損失引当金 307 138

　　役員賞与引当金 95 95

　　その他 3,139 3,676

　　流動負債合計 45,586 39,565

　固定負債

　　長期借入金 5,310 4,990

　　リース債務 96 97

　　退職給付引当金 22,074 20,752

　　役員退職慰労引当金 122 111

　　再評価に係る繰延税金負債 2,711 2,528

　　その他 203 168

　　固定負債合計 30,518 28,648

　負債合計 76,105 68,213

純資産の部

　株主資本

　　資本金 7,803 7,803

　　資本剰余金 7,814 7,814

　　利益剰余金 74,706 74,816

　　自己株式 △675 △686

　　株主資本合計 89,649 89,748

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 63 96

　　土地再評価差額金 △2,554 △2,700

　　評価・換算差額等合計 △2,491 △2,603

　少数株主持分 410 430

　純資産合計 87,568 87,576

負債純資産合計 163,674 155,789

㈱ユアテック（1934）　平成22年３月期決算短信
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  (  (  (  (2222) ) ) ) 連結損益計算書連結損益計算書連結損益計算書連結損益計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 181,984 163,593

売上原価 159,808 144,779

売上総利益 22,176 18,814

販売費及び一般管理費 16,402 16,109

営業利益 5,773 2,704

営業外収益

　受取利息 323 233

　受取配当金 34 23

　投資有価証券評価益 - 94

　受取賃貸料 188 186

　持分法による投資利益 16 -

　その他 297 265

　営業外収益合計 859 803

営業外費用

　支払利息 4 6

　投資有価証券評価損 139 -

　為替差損 - 75

　持分法による投資損失 - 7

　その他 9 15

　営業外費用合計 153 104

経常利益 6,480 3,404

特別利益

　前期損益修正益 - 25

　貸倒引当金戻入額 637 -

　その他 13 1

　特別利益合計 651 27

特別損失

　前期損益修正損 164 -

　固定資産除却損 55 136

　固定資産撤去費 47 -

　投資有価証券評価損 397 -

　減損損失 160 618

　その他 9 238

　特別損失合計 834 994

税金等調整前当期純利益 6,296 2,437

法人税、住民税及び事業税 2,565 488

過年度法人税等 - 258

法人税等調整額 433 749

法人税等合計 2,998 1,496

少数株主利益 4 21

当期純利益 3,293 919

㈱ユアテック（1934）　平成22年３月期決算短信
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  (  (  (  (3333) ) ) ) 連結株主資本等変動計算書連結株主資本等変動計算書連結株主資本等変動計算書連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

株主資本

　資本金

　　前期末残高 7,803 7,803

　　当期末残高 7,803 7,803

　資本剰余金

　　前期末残高 7,815 7,814

　　当期変動額

　　　自己株式の処分 △1 △0

　　　当期変動額合計 △1 △0

　　当期末残高 7,814 7,814

　利益剰余金

　　前期末残高 72,176 74,706

　　当期変動額

　　　剰余金の配当 △797 △955

　　　当期純利益 3,293 919

　　　土地再評価差額金の取崩 54 146

　　　持分法の適用範囲の変動 △19 -

　　　当期変動額合計 2,530 109

　　当期末残高 74,706 74,816

　自己株式

　　前期末残高 △572 △675

　　当期変動額

　　　自己株式の取得 △124 △11

　　　自己株式の処分 21 1

　　　当期変動額合計 △103 △10

　　当期末残高 △675 △686

　株主資本合計

　　前期末残高 87,223 89,649

　　当期変動額

　　　剰余金の配当 △797 △955

　　　当期純利益 3,293 919

　　　土地再評価差額金の取崩 54 146

　　　自己株式の取得 △124 △11

　　　自己株式の処分 20 1

　　　持分法の適用範囲の変動 △19 -

　　　当期変動額合計 2,425 99

　　当期末残高 89,649 89,748

㈱ユアテック（1934）　平成22年３月期決算短信
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金

　　前期末残高 161 63

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △97 33
　　　当期変動額合計 △97 33

　　当期末残高 63 96

　土地再評価差額金

　　前期末残高 △2,500 △2,554

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △54 △146

　　　当期変動額合計 △54 △146

　　当期末残高 △2,554 △2,700

　評価・換算差額等合計

　　前期末残高 △2,338 △2,491

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △152 △112

　　　当期変動額合計 △152 △112

　　当期末残高 △2,491 △2,603

少数株主持分

　前期末残高 407 410

　当期変動額

　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2 20

　　当期変動額合計 2 20

　当期末残高 410 430

純資産合計

　前期末残高 85,292 87,568

　当期変動額

　　剰余金の配当 △797 △955

　　当期純利益 3,293 919

　　土地再評価差額金の取崩 54 146

　　自己株式の取得 △124 △11

　　自己株式の処分 20 1

　　持分法の適用範囲の変動 △19 -

　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △149 △92

　　当期変動額合計 2,276 7

　当期末残高 87,568 87,576
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  (  (  (  (4444) ) ) ) 連結連結連結連結キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ・・・・フローフローフローフロー計算書計算書計算書計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 6,296 2,437

　減価償却費 3,664 4,092

　減損損失 160 618

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △658 105

　退職給付引当金の増減額（△は減少） △788 △1,321

　工事損失引当金の増減額（△は減少） 274 △169

　受取利息及び受取配当金 △357 △257

　支払利息 4 6

　為替差損益（△は益） △46 125

　持分法による投資損益（△は益） △16 7

　有形固定資産売却損益（△は益） 2 8

　売上債権の増減額（△は増加） 7,840 3,931

　未成工事支出金の増減額（△は増加） 2,059 5,624

　仕入債務の増減額（△は減少） △7,065 △2,013

　未成工事受入金の増減額（△は減少） 936 △2,130

　その他 △776 △573

　小計 11,529 10,493

　利息及び配当金の受取額 350 269

　利息の支払額 △4 △6

　法人税等の支払額 △2,861 △2,854

　営業活動によるキャッシュ・フロー 9,014 7,902

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の預入による支出 △3,650 △2,720

　定期預金の払戻による収入 3,500 3,750

　預け金の預入による支出 △3,300 △6,500

　預け金の払戻による収入 2,100 9,000

　有形固定資産の取得による支出 △4,073 △4,448

　有形固定資産の売却による収入 47 70

　無形固定資産の取得による支出 △702 △558

　投資有価証券の取得による支出 △2,003 △3,397

　投資有価証券の売却による収入 1,002 1,011

　長期貸付けによる支出 △5 △22

　長期貸付金の回収による収入 25 27

　長期預け金の払戻による収入 2,000 2,600

　その他 178 △808

　投資活動によるキャッシュ・フロー △4,880 △1,996

財務活動によるキャッシュ・フロー

　リース債務の返済による支出 △1 -

　長期借入れによる収入 3,100 2,500

　長期借入金の返済による支出 △2,530 △2,760

　自己株式の売却による収入 20 1

　自己株式の取得による支出 △124 △11

　配当金の支払額 △799 △953

　少数株主への配当金の支払額 △1 △1

　財務活動によるキャッシュ・フロー △336 △1,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 46 △125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,844 4,554

現金及び現金同等物の期首残高 20,429 24,274

現金及び現金同等物の期末残高 24,274 28,829
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((((5555) ) ) ) 継続企業継続企業継続企業継続企業のののの前提前提前提前提にににに関関関関するするするする注記 注記 注記 注記 
該当事項なし 

 

 

((((6666) ) ) ) 連結財務諸表作成連結財務諸表作成連結財務諸表作成連結財務諸表作成のためののためののためののための基本基本基本基本となるとなるとなるとなる重要重要重要重要なななな事項 事項 事項 事項 

 

 前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１.連結の範囲に関する事項 

 
 

すべての子会社を連結している。 

連結子会社の数 14社 

連結子会社の名称 

  株式会社トークス  

株式会社ニューリース 

株式会社ユートス 

株式会社テクス青森 

株式会社テクス岩手 

株式会社テクス秋田 

株式会社テクス宮城 

株式会社テクス山形 

株式会社テクス福島 

株式会社テクス新潟 

宮城電設株式会社 

株式会社庄内テクノ電設 

グリーンリサイクル株式会社 

株式会社アクアクララ東北 

 

 

 

 

 

すべての子会社を連結している。 

連結子会社の数 ９社 

連結子会社の名称 

  株式会社トークス  

株式会社ニューリース 

株式会社ユートス 

株式会社ユアテックサービス 

株式会社テクス宮城 

株式会社テクス福島 

宮城電設株式会社 

グリーンリサイクル株式会社 

株式会社アクアクララ東北 

 

 なお、平成21年７月１日付で、連

結子会社のうち株式会社テクス山形

を存続会社、株式会社テクス青森、

株式会社テクス岩手、株式会社テク

ス秋田、株式会社テクス新潟、株式

会社庄内テクノ電設を消滅会社とす

る吸収合併を行い、名称を株式会社

ユアテックサービスに変更した。 
 

２.会計処理基準に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成工事高の計上基準 

 完成工事高の計上は工事完成基準

によっているが、長期大型（工期１

年以上、請負金額５億円以上）の工

事については、工事進行基準によっ

ている。 

 なお、工事進行基準による完成工

事高は11,327百万円である。 

 

 

 

 

 

完成工事高及び完成工事原価の計上

基準 

当連結会計年度末までの進捗部分

について成果の確実性が認められる

工事契約については工事進行基準を

適用し、その他の工事契約について

は、工事完成基準を適用している。 

なお、工事進行基準を適用する工

事の当連結会計年度末における進捗

度の見積りは、原価比例法によって

いる。 

 

 

  なお、上記の会計処理基準に関する事項以外は、最近の有価証券報告書（平成21年６月25日提出）における記

載から重要な変更がないため開示を省略している。 
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((((7777) ) ) ) 連結財務諸表作成連結財務諸表作成連結財務諸表作成連結財務諸表作成のためののためののためののための基本基本基本基本となるとなるとなるとなる重要重要重要重要なななな事項事項事項事項のののの変更 変更 変更 変更 

会計方針会計方針会計方針会計方針のののの変更 変更 変更 変更 

前連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 

  至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

  至 平成22年３月31日) 

 (リース取引に関する会計基準の適用) 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっていたが、当連結会計年度より、「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月

17日(企業会計基準審議会第一部会)、平成19年３月30

日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日

（日本公認会計士協会会計制度委員会）、平成19年３

月30日改正))を適用し、通常の売買取引に係る方法に

準じた会計処理によっている。 

[借手側] 

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リ

ース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっている。 

[貸手側] 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る収益

の計上基準については、リース料受取時に売上高と売

上原価を計上する方法によっている。 

 

 なお、この変更による損益に与える影響は軽微であ

る。 

 

（工事契約に関する会計基準の適用） 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、

長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額５億円以

上）については工事進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用していたが、当連結会計年度

から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 

平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、当連結

会計年度に着手した工事契約から当連結会計年度末ま

での進捗部分について成果の確実性が認められる工事

については工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原

価比例法）を、その他の工事については工事完成基準

を適用している。 

なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約の

うち、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額５

億円以上）については工事進行基準を、その他の工事

については工事完成基準を引き続き適用している。 

これにより、従来の方法によった場合と比べ、当連

結会計年度に係る完成工事高は4,998百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益が663百

万円増加している。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載している。 

 

（退職給付に係る会計基準の適用） 

当連結会計年度より「『退職給付に係る会計基準』

の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成

21年７月31日 ）を適用している。 

数理計算上の差異は、翌連結会計年度から償却する

ため、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整

前当期純利益に与える影響はない。 

 また、本会計基準の適用に伴い発生する退職給付債

務の差額の未処理残高は1,098百万円である。 
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表示方法表示方法表示方法表示方法のののの変更 変更 変更 変更 

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 

  至 平成22年３月31日) 

 

 

 

 

 

 

(連結損益計算書関係) 

「不用品処分益」は営業外収益の総額の100分の10以下

のため、「その他」に含めることとした。なお、当連

結会計年度の「その他」に含まれる金額は69百万円で

ある。 

 

「前期損益修正益」は特別利益の総額の100分の10以下

のため、「その他」に含めることとした。なお、当連

結会計年度の「その他」に含まれる金額は1百万円であ

る。 

 

「固定資産売却益」は特別利益の総額の100分の10以下

のため、「その他」に含めることとした。なお、当連

結会計年度の「その他」に含まれる金額は0百万円であ

る。 

 

「ゴルフ会員権貸倒引当金戻入額」は特別利益の総額

の100分の10以下のため、「その他」に含めることとし

た。なお、当連結会計年度の「その他」に含まれる金

額は12百万円である。 

 

(連結貸借対照表関係) 

「長期預け金」は資産の総額の100分の5以下であるた

め「その他」に含めることとした。なお、当連結会計

年度の「その他」に含まれる金額は1,000百万円であ

る。 

 

(連結損益計算書関係) 

「前期損益修正益」は特別利益の総額の100分の10を超

えたため区分掲記することとした。なお、前連結会計

年度は特別利益の「その他」に1百万円含まれている。 

 

 

「前期損益修正損」は特別損失の総額の100分の10以下

のため、「その他」に含めることとした。なお、当連

結会計年度の「その他」に含まれる金額は15百万円で

ある。 

 

「固定資産撤去費」は特別損失の総額の100分の10以下

のため、「その他」に含めることとした。なお、当連

結会計年度の「その他」に含まれる金額は61百万円で

ある。 

 

「投資有価証券評価損」は特別損失の総額の100分の10

以下のため、「その他」に含めることとした。なお、

当連結会計年度の「その他」に含まれる金額は3百万円

である。 
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((((8888) ) ) ) 連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表にににに関関関関するするするする注記事項 注記事項 注記事項 注記事項 

セグメントセグメントセグメントセグメント情報 情報 情報 情報 

１１１１．．．．事業事業事業事業のののの種類別種類別種類別種類別セグメントセグメントセグメントセグメント情報 情報 情報 情報 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

 
設備工事業 
(百万円) 

その他の事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

Ⅰ 売上高及び営業損益      

  売上高      

 (１)外部顧客に対する売上高 179,868 2,116 181,984 ― 181,984 

 (２)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

26 9,129 9,156 (9,156) ― 

計 179,895 11,245 191,140 (9,156) 181,984 

営業費用 174,656 10,673 185,329 (9,119) 176,210 

営業利益 5,239 572 5,811 (37) 5,773 

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出 

     

  資産 151,641 14,602 166,244 (2,570) 163,674 

  減価償却費 1,728 1,952 3,681 (16) 3,664 

  減損損失 160 ― 160 ―  160 

  資本的支出 3,326 1,515 4,842 (11) 4,830 

(注) １ 事業の区分は、日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分している。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1)設備工事業・・・電気、通信、空調工事、その他設備工事全般に関する事業 

 (2)その他の事業・・警備業、不動産業、リース業、製造業、廃棄物処理業 
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当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

 
設備工事業 
(百万円) 

リース事業 
(百万円) 

その他の事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

Ⅰ 売上高及び営業損益       

  売上高       

 (１)外部顧客に対する売上高 161,619 1,094 879 163,593 ― 163,593 

 (２)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

104 4,414 5,121 9,641 (9,641) ― 

計 161,723 5,509 6,001 173,234 (9,641) 163,593 

営業費用 159,643 5,034 5,793 170,471 (9,582) 160,888 

営業利益 2,080 475 207 2,763 (58) 2,704 

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出 

      

  資産 143,479 11,404 4,210 159,095 (3,305) 155,789 

  減価償却費 2,056 1,883 171 4,110 (17) 4,092 

  減損損失 618 ― ― 618 ―  618 

  資本的支出 2,800 60 494 3,355 (57) 3,298 

(注) １ 事業の区分は、日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分している。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 設備工事業・・・電気、通信、空調工事、その他設備工事全般に関する事業 

(2) リース事業・・・自動車、ＯＡ機器、情報通信機器等のリース事業 

(3) その他の事業・・警備業、不動産業、製造業、廃棄物処理業 

３ 会計処理基準等の変更 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、当連結会計年度から

「工事契約に関する会計基準」を適用している。この変更に伴い、従来の方法に比較して、当連結会

計年度の設備工事業の売上高が4,998百万円増加し、営業利益が663百万円増加している。 

４ 事業区分の方法の変更 

前連結会計年度において「その他の事業」に含めて表示していた「リース事業」は全セグメントに占

める割合が高くなったため区分表示した。 

この結果、従来の方法に比較して、当連結会計年度の売上高は、「リース事業」が5,509百万円（うち

外部顧客に対する売上高は1,094百万円）増加し、「その他の事業」が5,509百万円（うち外部顧客に

対する売上高は1,094百万円）減少している。また営業利益は「リース事業」が475百万円増加し、

「その他の事業」が475百万円減少している。 
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２２２２．．．．所在地別所在地別所在地別所在地別セグメントセグメントセグメントセグメント情報 情報 情報 情報 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれ

も90％を超えているため、連結財務諸表規則様式第二号(記載上の注意11)に基づき、所在地別セグメント

情報の記載を省略した。 

 

当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれ

も90％を超えているため、連結財務諸表規則様式第二号(記載上の注意11)に基づき、所在地別セグメント

情報の記載を省略した。 

 

 

３３３３．．．．海外売上高 海外売上高 海外売上高 海外売上高 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、連結財務諸表規則様式第三号(記載上の注意５)に基づき、

海外売上高の記載を省略した。 

 

当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、連結財務諸表規則様式第三号(記載上の注意５)に基づき、

海外売上高の記載を省略した。 
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１１１１株当株当株当株当たりたりたりたり情報 情報 情報 情報 

 

 
 前連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり純資産額 1,094.09円 1,094.19円 

１株当たり当期純利益 41.30円 11.55円 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載していな

い。 

同左 

 

 （注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

 
前連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

当期純利益（百万円） 3,293 919 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る当期純利益(百万円） 3,293 919 

普通株式の期中平均株式数(千株) 79,745 79,651 

 

 

連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、リース取

引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、企業結合等、賃

貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示

を省略している。 
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５５５５．．．．財務諸表財務諸表財務諸表財務諸表
　　　　((((1111) ) ) ) 貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表

（単位：百万円）

資産の部

現金預金 13,477 16,262
預け金 7,000 5,000
受取手形 8,132 3,085
完成工事未収入金 37,472 38,570
有価証券 7,000 6,000
信託受益権 1,650 1,406
未成工事支出金 10,296 4,700
繰延税金資産 2,213 1,967
その他 1,668 2,703
貸倒引当金 △ 376 △ 411
流動資産合計 88,533 79,284

有形固定資産
　建物 32,692 33,351
　　減価償却累計額 △ 15,858 △ 16,348
　　建物（純額） 16,834 17,002
　構築物 3,240 3,363
　　減価償却累計額 △ 2,476 △ 2,556
　　構築物（純額） 764 807
　機械及び装置 2,620 2,648
　　減価償却累計額 △ 2,333 △ 2,377
　　機械及び装置（純額） 286 271
　車両運搬具 31 28
　　減価償却累計額 △ 30 △ 28
　　車両運搬具（純額） 1 0
　工具、器具及び備品 6,280 5,586
　　減価償却累計額 △ 5,680 △ 4,622
　　工具、器具及び備品（純額） 600 964
　土地 18,087 17,673
　リース資産 967 1,642
　　減価償却累計額 △ 62 △ 266
　　リース資産（純額） 904 1,375
　建設仮勘定 827 16
　有形固定資産合計 38,306 38,112
無形固定資産
　ソフトウェア 1,326 1,274
　その他 83 82
　無形固定資産合計 1,409 1,357

　投資その他の資産
　投資有価証券 6,306 8,821
　関係会社株式 620 620
　長期貸付金 98 97
　従業員に対する長期貸付金 42 38
　関係会社長期貸付金 213 186
　破産更生債権等 750 531
　長期前払費用 11 13
　長期預け金 2,200 －
　繰延税金資産 9,245 8,632
　その他 952 2,955
　貸倒引当金 △ 906 △ 676
　投資その他の資産合計 19,533 21,220
固定資産合計 59,249 60,690

資産合計 147,782 139,974

固定資産

当事業年度
（平成22年3月31日）

前事業年度
（平成21年3月31日）

流動資産
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（単位：百万円）

負債の部

支払手形 3,519 2,263
工事未払金 25,808 25,363
リース債務 125 241
未払金 2,029 1,218
未払費用 1,433 1,207
未払法人税等 2,230 136
未成工事受入金 5,097 2,874
工事損失引当金 307 138
役員賞与引当金 43 45
その他 407 1,211
流動負債合計 41,003 34,699

リース債務 843 1,245
退職給付引当金 21,753 20,402
役員退職慰労引当金 103 94
再評価に係る繰延税金負債 2,711 2,528
長期預り金 116 117
固定負債合計 25,528 24,389

負債合計 66,531 59,088
純資産の部

資本金 7,803 7,803
資本剰余金
資本準備金 7,812 7,812
その他資本剰余金 1 1
資本剰余金合計 7,814 7,814

利益剰余金
利益準備金 1,088 1,088
その他利益剰余金
固定資産圧縮積立金 234 230
別途積立金 63,800 66,000
繰越利益剰余金 3,677 1,238

利益剰余金合計 68,799 68,558
自己株式 △ 675 △ 686
株主資本合計 83,742 83,490

その他有価証券評価差額金 63 96
土地再評価差額金 △ 2,554 △ 2,700
評価・換算差額等合計 △ 2,491 △ 2,603

純資産合計 81,251 80,886
負債純資産合計 147,782 139,974

評価・換算差額等

固定負債

株主資本

当事業年度
（平成22年3月31日）

前事業年度
（平成21年3月31日）

流動負債
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　　　　((((2222) ) ) ) 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書

（単位：百万円）

               前事業年度                当事業年度

　　　　（自　平成20年４月１日 　　　　（自　平成21年４月１日

売上高

完成工事高 172,229 154,459

売上高合計 172,229 154,459

売上原価

完成工事原価 151,686 137,416

売上原価合計 151,686 137,416

売上総利益 20,543 17,043

15,548 15,276

営業利益 4,994 1,766

受取利息 193 142

有価証券利息 115 84

  受取配当金 47 36

投資有価証券評価益 － 94

285 281

その他 311 242

営業外収益合計 951 880

支払利息 23 61

投資有価証券評価損 139 －

為替差損 － 75

その他 8 13

営業外費用合計 171 150

経常利益 5,775 2,496

前期損益修正益 － 9

貸倒引当金戻入額 635 －

その他 12 0

特別利益合計 647 10

前期損益修正損 83 －

固定資産除却損 51 131

固定資産撤去費 46 －

投資有価証券評価損 397 －

減損損失 160 618

その他 11 161

特別損失合計 751 912

5,671 1,594

法人税、住民税及び事業税 2,213 97

過年度法人税等 － 258

法人税等調整額 553 671

法人税等合計 2,767 1,026

2,904 567

特別利益

営業外費用

　　　　　至　平成22年３月31日）　　　　　至　平成21年３月31日）

税引前当期純利益

当期純利益

営業外収益

受取賃貸料

販売費及び一般管理費

特別損失

㈱ユアテック（1934）　平成22年３月期決算短信

- 24 -



　　　　((((3333) ) ) ) 株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書
（単位：百万円）

株主資本

前期末残高 7,803 7,803
当期末残高 7,803 7,803

　  資本剰余金
資本準備金
前期末残高 7,812 7,812
当期末残高 7,812 7,812

その他資本剰余金
前期末残高 3 1
当期変動額
自己株式の処分 △ 1 △ 0
当期変動額合計 △ 1 △ 0

当期末残高 1 1
資本剰余金合計
前期末残高 7,815 7,814
当期変動額
自己株式の処分 △ 1 △ 0
当期変動額合計 △ 1 △ 0

当期末残高 7,814 7,814
利益剰余金
利益準備金
前期末残高 1,088 1,088
当期末残高 1,088 1,088

その他利益剰余金
固定資産圧縮積立金
前期末残高 237 234
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 △ 3 △ 3
当期変動額合計 △ 3 △ 3

当期末残高 234 230
別途積立金
前期末残高 61,800 63,800
当期変動額
別途積立金の積立 2,000 2,200
当期変動額合計 2,000 2,200

当期末残高 63,800 66,000
繰越利益剰余金
前期末残高 3,512 3,677
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 3 3
別途積立金の積立 △ 2,000 △ 2,200
剰余金の配当 △ 797 △ 955
当期純利益 2,904 567
土地再評価差額金の取崩 54 146
当期変動額合計 164 △ 2,438

当期末残高 3,677 1,238
利益剰余金合計
前期末残高 66,639 68,799
当期変動額
剰余金の配当 △ 797 △ 955
当期純利益 2,904 567
土地再評価差額金の取崩 54 146
当期変動額合計 2,160 △ 241

当期末残高 68,799 68,558

   当事業年度   前事業年度

資本金

（自　平成20年４月１日

　　至　平成21年３月31日）

（自　平成21年４月１日

　　至　平成22年３月31日）
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（単位：百万円）

自己株式
前期末残高 △ 572 △ 675
当期変動額
自己株式の取得 △ 124 △ 11
自己株式の処分 21 1
当期変動額合計 △ 103 △ 10

当期末残高 △ 675 △ 686
株主資本合計
前期末残高 81,686 83,742
当期変動額
剰余金の配当 △ 797 △ 955
当期純利益 2,904 567
土地再評価差額金の取崩 54 146
自己株式の取得 △ 124 △ 11
自己株式の処分 20 1
当期変動額合計 2,056 △ 252

当期末残高 83,742 83,490
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
前期末残高 161 63
当期変動額
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 △ 97 33

当期末残高 63 96
土地再評価差額金
前期末残高 △ 2,500 △ 2,554
当期変動額
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 △ 54 △ 146

当期末残高 △ 2,554 △ 2,700
評価・換算差額等合計
前期末残高 △ 2,338 △ 2,491
当期変動額
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 △ 152 △ 112

当期末残高 △ 2,491 △ 2,603
純資産合計
前期末残高 79,347 81,251
当期変動額

剰余金の配当 △ 797 △ 955
当期純利益 2,904 567
土地再評価差額金の取崩 54 146
自己株式の取得 △ 124 △ 11
自己株式の処分 20 1
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 1,904 △ 364

当期末残高 81,251 80,886

△ 146△ 54

△ 112

33△ 97

△ 112

△ 152

△ 152

   当事業年度   前事業年度

（自　平成20年４月１日

　　至　平成21年３月31日）

（自　平成21年４月１日

　　至　平成22年３月31日）
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　　　　((((4444) ) ) ) 継続企業継続企業継続企業継続企業のののの前提前提前提前提にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

　該当事項なし

　　　　６６６６．．．．そのそのそのその他他他他　　　　
  　(  　(  　(  　(1111) ) ) ) 役員役員役員役員のののの異動異動異動異動

      開示内容が定まった時点で開示する。

　  　  　  　  ((((2222) ) ) ) 個別業績個別業績個別業績個別業績のののの工事別工事別工事別工事別・・・・得意先別内訳得意先別内訳得意先別内訳得意先別内訳

　　　　　　　　①①①①工事別受注工事高工事別受注工事高工事別受注工事高工事別受注工事高

屋 内 配 線 工 事 51,179 31.4 54,434 34.2 3,255 6.4

配 電 線 工 事 45,854 28.2 45,442 28.5 △ 411 △ 0.9

送電・発変電・土木建築・
情 報 通 信 工 事

48,620 29.8 42,629 26.8 △ 5,990 △ 12.3

空 調 衛 生 水 道 工 事 17,318 10.6 16,806 10.5 △ 511 △ 3.0

合 計 162,971 100 159,313 100 △ 3,658 △ 2.2

　　　　　　　　②②②②工事別完成工事高工事別完成工事高工事別完成工事高工事別完成工事高

屋 内 配 線 工 事 57,998 33.7 47,112 30.5 △ 10,886 △ 18.8

配 電 線 工 事 47,527 27.6 45,180 29.3 △ 2,346 △ 4.9

送電・発変電・土木建築・
情 報 通 信 工 事

48,035 27.9 46,342 30.0 △ 1,693 △ 3.5

空 調 衛 生 水 道 工 事 18,668 10.8 15,824 10.2 △ 2,843 △ 15.2

合 計 172,229 100 154,459 100 △ 17,769 △ 10.3

　　　　　　　　③③③③工事別手持工事高工事別手持工事高工事別手持工事高工事別手持工事高

屋 内 配 線 工 事 26,985 44.7 34,307 52.6 7,321 27.1

配 電 線 工 事 9,357 15.5 9,619 14.7 262 2.8

送電・発変電・土木建築・
情 報 通 信 工 事

17,522 29.0 13,810 21.2 △ 3,712 △ 21.2

空 調 衛 生 水 道 工 事 6,540 10.8 7,522 11.5 981 15.0

合 計 60,405 100 65,259 100 4,853 8.0

金　額
(百万円)

増減率
(％)

　　　　　　　　　 期　別

　工事別

前　　　　期 当　　　　期
増　　　　減

（21.3.31） （22.3.31）

金　額
(百万円)

構成比
(％)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

増減率
(％)

　　　　　　　　　 期　別

　工事別

　　　　　　　　　 期　別

　工事別 金　額
(百万円)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

前　　　　期 当　　　　期
増　　　　減

前　　　　期 当　　　　期
増　　　　減

（20.4.1～21.3.31） （21.4.1～22.3.31）

（20.4.1～21.3.31） （21.4.1～22.3.31）

金　額
(百万円)

増減率
(％)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

金　額
(百万円)

構成比
(％)
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　　　　　　　　④④④④得意先別受注工事高得意先別受注工事高得意先別受注工事高得意先別受注工事高

東 北 電 力 ㈱ 80,316 49.3 77,370 48.6 △ 2,946 △ 3.7

官 公 庁 9,910 6.1 11,045 6.9 1,134 11.4

一 般 民 間 72,744 44.6 70,898 44.5 △ 1,846 △ 2.5

合 計 162,971 100 159,313 100 △ 3,658 △ 2.2

　　　　　　　　⑤⑤⑤⑤得意先別完成工事高得意先別完成工事高得意先別完成工事高得意先別完成工事高

東 北 電 力 ㈱ 81,161 47.1 78,692 51.0 △ 2,469 △ 3.0

官 公 庁 8,449 4.9 10,726 6.9 2,276 26.9

一 般 民 間 82,619 48.0 65,041 42.1 △ 17,577 △ 21.3

合 計 172,229 100 154,459 100 △ 17,769 △ 10.3

　　　　　　　　⑥⑥⑥⑥次期次期次期次期（（（（22222222....4444....1111～～～～23232323....3333....31313131））））受注工事高及受注工事高及受注工事高及受注工事高及びびびび完成工事高完成工事高完成工事高完成工事高のののの予想予想予想予想

屋 内 配 線 工 事 62,000 37.6 53,000 32.7

配 電 線 工 事 45,000 27.3 45,000 27.8

送電・発変電・土木建築・
情 報 通 信 工 事

40,000 24.2 46,000 28.4

空 調 衛 生 水 道 工 事 18,000 10.9 18,000 11.1

合 計 165,000 100 162,000 100

（20.4.1～21.3.31） （21.4.1～22.3.31）

金　額
(百万円)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

　　　　　　　　　 期　別

　得意先別

　　　　　　　　　 期　別

　得意先別

前　　　　期

構成比
(％)

　　　　　　　　　区　別

　工事別
金　額
(百万円)

前　　　　期

構成比
(％)

受 注 工 事 高 完 成 工 事 高

構成比
(％)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

当　　　　期

（21.4.1～22.3.31）

増　　　　減

金　額
(百万円)

金　額
(百万円)

構成比
(％)

金　額
(百万円)

当　　　　期

（20.4.1～21.3.31）

金　額
(百万円)

増減率
(％)

増　　　　減

増減率
(％)
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